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決定が 2,248 名，通院決定が 495 名，不処遇決定が 576 名，却下等が 143 名である。総数
3,462 名に占める割合からすると入院は約 65％，通院は約 14％，不処遇は約 17％，却下等は約
4％となる。医療観察法施行から2006（平成 18）年 2月末までの7か月間の処遇決定数は129
件で，入院決定が82名（約 64％），通院決定が31名（約 24％），不処遇決定が12名（約 9％），
却下が 4名（約 3％）であったことから，当初から比べて通院決定の割合が減り，不処遇決定の
割合が増えたといえる。
　2016（平成 28）年 1月1日現在，入院対象者数は729 名で，男性が 557 名，女性が 172 名で
ある。疾病別の内訳では男女とも統合失調症が最も多く613 名（約 84％），次に気分障害 49 名





26）年 10月に神奈川県内の福祉事業所 200 か所を対象にした調査では，これまで医療観察法
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